
樹
芸
研
究
所
と

ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林

樹
芸
研
究
所
は
東
京
大
学
の
演
習
林
の
一
つ

で
、
伊
豆
半
島
の
南
端
の
静
岡
県
南
伊
豆
町
に

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
約
48 

ha
に
も
お
よ
ぶ
、
ま
と

ま
っ
た
面
積
の
ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林
が
あ
り
、「
東

京
大
学
樹
芸
研
究
所　
岩が

ん

樟し
ょ
う

園え
ん

ク
ス
ノ
キ
林
」
と

し
て
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林
は
、
渡
辺
平
四
郎
と

い
う
人
物
に
よ
っ
て
、
樟

し
ょ
う

脳の
う

生
産
を
目
的
と
し
て

植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
は
、
現
在
の
松
崎
町
岩

科（
旧
・
岩
科
村
）の
出
身
で
、
岩
科
村
の
村
長
を

務
め
た
ほ
か
、「
伊
豆
の
鉱
山
王
」
の
異
名
を
持
つ

実
業
家
で
し
た
。
明
治
41（
1
9
0
8
）年
、
渡
辺

は
現
在
の
南
伊
豆
町
青
野
の
奥
山
に
原
野
を
購

入
し
、
人
夫
を
住
ま
わ
せ
、
ク
ス
ノ
キ
の
植
栽
と

樟
脳
生
産
に
着
手
し
ま
し
た
。
渡
辺
は
、
こ
の
山

林
を
岩
科
村
の「
岩
」、
ク
ス
ノ
キ
の
漢
字「
樟
」を

と
っ
て
、「
岩
樟
園
」
と
名
付
け
ま
し
た
（
松
崎
町

2
0
0
1
）。

植
林
を
し
て
間
も
な
い
明
治
42
（
1
9
0
9
）

年
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
を
き
っ
か
け
に
、
金

日
本
の
化
学
産
業
を
支
え
た

ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
附
属
演
習
林
樹
芸
研
究
所
　

齋
藤
暖
生

銅
鉱
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
渡
辺
は
鉱

山
経
営
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
鉱
山
で
は
、

多
く
の
労
働
者
と
牛
馬
が
働
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
松
崎
町
2
0
0
1
）。
樹
芸
研
究
所
に
伝
わ
る

1
9
1
0
年
代
に
撮
影
さ
れ
た
と
さ
れ
る
岩
樟
園

の
写
真
を
見
る
と
、
若
い
植
林
地
を
背
景
に
、
二

つ
の
石
塔
が
見
え
ま
す
。
こ
の
石
塔
は
、
鉱
夫
一

同
に
よ
っ
て
大
正
2（
1
9
1
3
）年
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。

鉱
山
の
経
営
は
順
調
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

大
正
3（
1
9
1
4
）年
に
大
手
の
鉱
山
会
社
に
譲

渡
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
岩
樟
園
を
含
む

周
辺
の
山
林
は
東
京
帝
国
大
学
に
よ
っ
て
購
入
さ

れ
、
昭
和
18（
1
9
4
3
）年
に
樹
芸
研
究
所
が
設

クスノキの人工林

日本森林学会による日本の林業遺産を知ろう！

渡辺平四郎の肖像（国指定重要文化財岩科学校蔵）
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立
さ
れ
ま
し
た
。
岩
樟
園
の
ク
ス
ノ
キ
林
は
、
大

学
演
習
林
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

樟
脳
の
含
有
量
は
、
若
い
木
よ
り
も
古
い
木

で
、
さ
ら
に
根
株
付
近
に
お
い
て
高
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
樟
脳
の
生
産
が
盛
ん
に

な
れ
ば
、
樹
齢
を
経
た
ク
ス
ノ
キ
が
根
際
か
ら
伐

採
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
政
府
は
ク
ス
ノ
キ

原
木
の
欠
乏
を
問
題
視
し
、
明
治
39（
1
9
0
6
）

年
〜
大
正
2（
1
9
1
3
）年
に
ク
ス
ノ
キ
植
林
を

奨
励
す
る
政
策
を
行
い
ま
し
た
（
日
本
専
売
公
社

1
9
5
6
）。
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
時
代
に
植
え
ら

れ
た
の
が
、
岩
樟
園
の
ク
ス
ノ
キ
な
の
で
す
。

ク
ス
ノ
キ
人
工
林
の
い
ま

岩
樟
園
で
の
樟
脳
生
産
の
実
態
は
不
明
で
す
。

1910年代に撮影されたとされる岩樟園（樹芸研究所蔵）

前
述
の
よ
う
に
鉱
山
経
営
の
方
に
経
営
努
力
が
注

が
れ
、
植
栽
し
た
ク
ス
ノ
キ
が
生
産
に
適
す
る
樹

齢
に
達
す
る
前
に
大
学
演
習
林
に
な
っ
た
と
考
え

る
と
、
本
格
的
な
ク
ス
ノ
キ
の
伐
採
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

2
0
2
5
年
現
在
、
岩
樟
園
の
ク
ス
ノ
キ
の
樹

齢
は
、
1
2
0
年
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
胸

高
直
径
が
1
m
に
迫
る
大
木
も
散
見
さ
れ
、
林
冠

を
高
く
覆
う
様
子
は
壮
観
で
す
。
春
に
は
新
し
い

芽
吹
き
が
斜
面
を
赤
ら
め
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
面

積
の
ク
ス
ノ
キ
の
林
は
珍
し
い
ば
か
り
で
な
く
、

化
学
産
業
を
背
景
に
成
立
し
た
森
林
・
林
業
の
姿

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。

引
用
文
献

専
売
文
化
事
業
協
会（
1
9
5
0
）樟
脳
読
本
．
日

本
専
売
公
社

日
本
専
売
公
社（
1
9
5
6
）樟
脳
専
売
史
．
日
本

専
売
公
社

松
崎
町（
2
0
0
1
）郷
土
の
先
覚
者
た
ち
．
松
崎

町

クスノキ

粗製樟脳樟脳原油

人
工
ユ
ー
カ
リ
油

精製樟脳再製樟脳白油赤油藍油ピッチ

テ
レ
ピ
ン
油

人
工
蜜
柑
油

シ
ネ
オ
ー
ル
抜白

油

人
工サ

ッ
サ
フ
ラ
ス
油

サ
フ
ロ
ー
ル
抜赤

油

サ
フ
ロ
ー
ル

抱
水
テ
ル
ピ
ン

セ
ス
キ
テ
ル
ペ
ン

ク
ス
ノ
ー
ル

防
虫
駆
虫
剤

セ
ル
ロ
イ
ド
原
料

竜
脳
原
料

選
鉱
剤

医
薬

溶
剤

医
薬
香
料

溶
剤

香
料
・
溶
剤

選
鉱
剤
・
溶
剤

防
虫
駆
虫
剤

香
料

香
料
・
医
薬

ヘ
リ
オ
ト
ロ
ピ
ン
・
ワ

ニ
リ
ン
原
料

医
薬

タ
ー
ビ
ネ
オ
ー
ル
原
料

選
鉱
剤
・
溶
剤

防
虫
駆
虫
剤

香
料
保
留
剤

医
薬

電
気
絶
縁
用

船
舶
甲
板
充
填
用

クスノキ由来の多様な化学製品とその用途（『樟脳読本』をもとに作成）

ク
ス
ノ
キ
と
樟
脳
生
産

渡
辺
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
ク
ス
ノ
キ
は
樟

脳
の
原
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ク
ス

ノ
キ
の
木
片
や
枝
葉
を
蒸
留
す
る
と
、
樟
脳
と
樟

脳
原
油
が
得
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
精
製
・
加

工
す
る
こ
と
で
、
医
薬
品
、
香
料
、
セ
ル
ロ
イ
ド

等
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ル
ロ
イ
ド
は
合
成
樹
脂

で
、
か
つ
て
は
文
房
具
や
お
も
ち
ゃ
、
カ
メ
ラ
の

フ
ィ
ル
ム
等
、
暮
ら
し
の
中
で
広
く
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
樟
脳
は
化
学
工
業
の
原
材
料
と
し
て
、

明
治
時
代
か
ら
日
本
の
重
要
な
輸
出
産
品
で
も
あ

り
ま
し
た
。

日本における樟脳の生産量の推移（『樟脳専売史』より作成）

展葉期のクスノキの人工林 クスノキの樹冠

クスノキ由来の多様な化学製品とその用途（『樟脳読本』をもとに作成）

▪粗製樟脳（kg） ▪樟脳油（kg）
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